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八
月
十
五
、
十
六
ロ
、
嘉
瀬
ね

ぷ
た
愛
好
会
主
催
（
会
長

H小
松

久
）
に
よ
る
ね
ぷ
た
運
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
二
十
五
回
目
を
迎
え
た

嘉
瀬
ね
ぷ
た
は
「
児
童
生
徒
が
ね

ぷ
た
を
通
じ
、
将
来
へ
の
希
望
と

健
全
な
精
神
と
育
成
』
を
目
的
に

嘉
瀬
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
 

二
日
間
で
嘉
瀬
地
区
を
練
り
歩

い
た
四
台
の
ね
ぷ
た
は
、
子
供
た

ち
の
大
き
な
掛
け
声
が
過
ぎ
去
る

夏
の
夜
空
に
響
き
渡
り
、
沿
道
か

ら
は
激
励
や
声
援
が
送
ら
れ
、
運
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出陣前の皆さん 
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行
終
了
後
は
、
参
加
し
た
子
供
た

ち
に
全
員
に
、
お
菓
子
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
ス
テ
キ
な
夏
休
み
を

過
ご
し
て
い
た
。
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そ
の
後
、
参
加
し
た
子
供
た
ち

は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な

ど
で
楽
し
い
夏
休
み
を
親
子
で
過

ご
し
て
い
ま
し
た

0
 

八
月
十
一
日
、
喜
良
市
子
供
会

主
催
（
会
長

H今
淳
一
）
の
ね
ぶ

た
運
行
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
健
全
な
育

成
を
願
い
、
親
子
と
地
域
の
人
た

ち
と
一
緒
に
作
ら
れ
た
色
鮮
や
か

な
『
扇
ね
ぶ
た
十
台
』
が
、
岩
見

町
か
ら
喜
良
市
小
学
校
ま
で
の
道

の
り
を
大
き
な
掛
け
声
で
練
り
歩

き
ま
し
た
。
 

喜
良
市
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

到
着
し
た
「
扇
ね
ぶ
た
』
は
横
一

列
に
並
べ
ら
れ
、
夜
の
山
並
を
背

景
に
赤
く
写
し
出
さ
れ
て
い
た
。
 

ビンゴ大会「リーチ！」 
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口シアの子どもたちに 

八
月
二
十
六
日
、
ロ
シ
ア

・
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
の
子
供
た
ち
三

十
六
人
と
地
元
の
教
師
な
ど
十
一
一

人
が
金
木
中
学
校
（
校
長
H
大
崎

哲
雄
）
を
訪
れ
、
同
校
二
年
生
六

十
一
人
と
楽
し
く
交
流
し
た
。
 

体
育
館
で
行
わ
れ
た
歓
迎
式
で
、
 

生
徒
会
長
の
横
山
し
の
ぶ
さ
ん
が
 

「
こ
ん
に
ち
は
、
私
た
ち
の
学
校

へ
よ
う
こ
そ
。
私
た
ち
は
、
あ
な

た
た
ち
に
会
え
て
と
て
も
う
れ
し

い
」
と
ロ
シ
ア
語
な
ど
で
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
後
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地

方
の
子
供
た
ち
を
代
表
し
て
、
イ

ワ
ノ
ワ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
さ
ん
が
 

「
日
本
の
生
徒
た
ち
と
友
達
に
な
 
 

れ
る
の
を
喜
ん
で
い
ま
す
。」
 
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
 

式
典
終
了
後
、
同
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
ロ
シ
ア
民
謡
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
歓
迎
ム
ー
ド
ー
色
。
 

交
流
会
は
、
同
校
の
吹
奏
楽
部

の
楽
器
を
手
に
し
て
、
音
を
奏
で

た
り
、
素
振
り
体
験
の
剣
道
部
、
 

野
球

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
卓
球
の
練
習
、
 

相
撲
部
員
と
の
四
股
体
験
な
ど
言

葉
が
通
じ
な
く
と
も
手
振
り
身
振

り
で
楽
し
く
触
れ
合
っ
て
い
た
。
 

午
後
は
、
金
木
凧
の
会
の
指
導

で
赤

・
青
・
緑
色
の
筆
を
使
い
、
 

津
軽
凧
の
絵
付
け
体
験
し
、
完
成

品
を
持
ち
な
が
ら
記
念
写
真
を
撮

っ
て
い
た
。
 

そ
の
後
、
同
校
正
面
玄
関
ホ

ー
 

ル
で
お
別
れ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
ロ
シ
ア
の
子
供
た
ち
が
感

謝
を
込
め
て
『
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
』
 

の
歌
を
披
露
し
、
同
校
生
徒
は
、
 

そ
の
歌
に
手
拍
子
で
応
え
て
い
た
。
 

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
子
供
た
ち
ひ

と
り
ひ
と
り
か
ら
、
同
校
の
生
徒

ひ
と
り
ひ
と
り
ヘ
マ
ス
コ
ッ
ト
人

形
な
ど
の
お
土
産
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
。
 

学
校
で
の
交
流
会
終
了
後
、
子

供
た
ち
は
、
津
軽
三
味
線
会
館
で

津
軽
三
味
線
演
奏
を
観
賞
し
、
日

本
の
文
化
『
三
味
の
音
色
』
を
肌

で
感
じ
て
い
た
。
 

今
年
で
八
年
目
を
迎
え
た
ロ
シ

ァ
訪
問
団
と
の
交
流
は
、
青
森
県

日
口
交
流
協
会

（
会長
【
菊
池
武

正
）
が
主
催
、
み
ち
の
く
銀
行
の

協
賛
で
『
異
な
っ
た
文
化
や
習
慣

を
持
つ
人
々
と
の
交
流
を
深
め
、
 

理
解
し
会
う
』
な
ど
を
目
標
に
子

供
た
ち
を
招
い
て
い
ま
す
。
 

交
流
会
を
終
え
た
金
木
中
の
生

徒
は
 
「以
前
か
ら
会
っ
て
い
た
よ

う
な
気
持
ち
で
素
直
に
溶
け
込
め

た
」
「
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
楽

し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

交
流
会
の
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。
 

()
 



仮装盆踊り 

8月20日、サンライフかなぎ（理事長＝角田弘子）施設内で仮装盆
踊り大会が行われました。 
今年で 9回目を迎えた仮装盆踊りは、利用者と一般参加者が、施設

職員となかよし会や嘉瀬婦人会たちが披露する仮装盆踊りを囲んでの
見物となり、次々に繰り広げる様々な仮装に大きな拍手と声援、そし
て笑い声が響いていた。 

また、職員たちの愛情たっぷりの手作りおでん、赤飯、お餅、焼き
鳥などの販売コーナーは賑わいを見せ、過ぎ去っていく夏のひととき
を楽しく過ごしていた。 

津軽半島観光セミナ 

津軽半島観光ネットワーク主催（代表＝角田周）の津軽半島観光セ
ミナーが 8月24日、金木町商工会ホールで開催した。 
『津軽半島の経済振興について～観光産業の可能性を探る～』と題

して、清水紀男氏（日本銀行青森支店長）が「個々の地域だけの観光
産業でなく、広域観光に向けての連携が必要」 と講演した。 

角田周氏との対談では「地域の魅力を如何に伝えるか」 「今が『旬』 
の観光資源情報」「地域の連携」 などについて熱く語っていた。会場
に訪れた観光業者たちは、熱心にメモを取っていた。 
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あしの1*1盆踊り 

  

 

特別養護老人ホームあしの園（園長＝中谷衛）で 8 月 7日、同園内
の特設会場で盆踊り大会などを開催しました。 
盆踊り会場は、職員による提灯の飾り付けなどで祭り気分がいっぱい。 

ビンゴ大会で入所者と家族たちが花鉢をゲットし、花火大会では大き
な歓声をあげていました。手にリボンを飾り、やぐらを囲んでの盆踊

りは、歌にあわせて手足を動かしては何度も踊り回っていました。 
また、午前中には、フリーマーケット開催や慰問グループによる舞

踊観賞。一般の方々が参加しての昼食会では、冷たいそうめんに舌鼓
を打っていた。 

 

  

     

     

       

"  
楽しぐプIノーするために 

  

  

青森県グラウンドゴ’ルフ協会主管による『普及指導員 3級養成講習会』 
が 9月 8日、中央公民館で開催されました。 
『生涯スポーツとグラウンドゴルフ』 『グラウンドゴルフのルールと

解説』の講義は、 1級普及指導員の三上玄ー郎氏と小林工氏が「技術
性より楽しみを優先する。健康と体力づくりが必要」など、プレー以
外の『心』の持ち方などについて話していた。 

県内各地（遠くは下北地区）から、普及指導員を目指して出席した
受講生104人は、熱心に耳を傾け、メモを執っていた。 
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判が身近で分かり 
が期待されていま 
ランス、 ドイツ、 
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老
齢
基
礎
年
金
の繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に
 

国
h葬
）)）情
報
 

平成16年 5 月「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」力勺戎立しました。 公布

の日（平Jう●こ 16年5 月28日）力、ら 5 年以内に施行されます。 

裁判員制度は、 国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、ネ皮
告人が有罪かどうか、 有罪の場合どのような刑にするかを裁判官とー～緒に決め
てもらう制度です。 

国民のみなさんが刑事裁判に参加することにより、 裁
ものとなり、 司法に文寸する信頼の向上につながること
民が裁判に参加する制度は、 アメリカ、 イギリス、 フ
ア等でも行われています。 

これまでの 
刑事裁判 

 

ぐ1、 

曹 V I 

  

裁判員制度が導入されると・ 

網贈《’ 
白 

1 
I→ 

~I~ 
＊詳しくは、 裁判所ホ

次回は、 裁判員制度 

裁判が身近で分かりやすいものになる。 

司法に対する国民の信頼が向上する。 

ームページ http：ノ／ www.cou rts.go.j p／をご覧ください。 

についてのQ&Aを掲載します。 

老
齢
基
礎
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
の
受
給
が
原

則
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
六
十
五
歳
未
満
で
も

繰
上
げ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
繰
上
げ
請
求
を
す
る
場
合
は
次
の
点

に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
 

●

年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
減
額
率
は
生
涯
変

わ
り
ま
せ
ん
。
 

●

一
度
繰
上
げ
請
求
を
し
て
し
ま
う
と
後
で
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

●

障
害
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

●

寡
婦
年
金
の
受
給
権
を
失
い
ま
す
。
 

●

国
民
年
金
に
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
 

●

他
の
公
的
年
金
制
度
に
よ
る
年
金
給
付
は
支
給

停
止
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
六
十
五
歳
で
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
す

る
場
合
と
比
べ
、
請
求
し
た
年
齢
に
よ
り
次
の
よ

う
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

【
昭和
十
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
】
 

・

六
十
三
歳
以
上
六
十
四
歳
未
満
の
間
に
請
求
す

る
場
合
 
二
十
％
 

・

六
十
四
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
間
に
請
求
す

る
場
合
 
十
一
％
 

【
昭和
十
六
年
四
月
ニ
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
】
 

・

繰
上
げ
請
求
を
し
た
月
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る

月
の
前
月
ま
で
の
月
数
×
〇
・
五
％
 

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
、
市
町
村
国
 	 ク 
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ハチの種類 

年 昭58 59 60 61 62 63 

人 45 73 31 46 44 35 

年 平元 2 3 4 5 6 

人 26 45 33 31 16 44 

17畔G月骨 一
 

へ
 

へ
 

、
 

金
木
病
院
m
 

カ
ル
テ
雌
 

今
年
の
夏
は
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ

て
、
当
院
に
受
診
さ
れ
た
患
者
さ

ん
が
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
例
は
、
刺
さ
れ
た
と
こ
ろ

の
発
赤
と
癖
痛
な
ど
の
局
所
症
状

だ
け
で
す
が
、
中
に
は
急
激
に
血

圧
の
低
下
を
認
め
、
意
識
が
も
う

ろ
う
と
な
っ
た
り
、
唱
吐
な
ど
の

消
化
器
症
状
を
呈
す
る
重
症
な
症

例
も
数
例
い
ま
し
た
。
ハ
チ
刺
さ

れ
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

身
近
に
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
 

症
状
も
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
ハ
チ
刺
さ
れ
に
つ
い

て
少
し
知
識
を
持
っ
て
い
る
だ
け

で
、
す
ば
や
く
対
応
で
き
、
ま
た
、
 

過
剰
に
大
騒
ぎ
す
る
こ
と
も
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
 

ハ
チ
の
種
類
 

世
界
中
で
ハ
チ
は
十
三
万
種
、
 

日
本
に
は
五
千
種
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
半
は
ヒ
メ
バ
チ

や
コ
バ
チ
と
い
う
、
他
の
昆
虫
に

寄
生
す
る
小
型
の
ハ
チ
で
、
農
作

物
や
林
業
上
の
害
虫
を
退
治
す
る

天
敵
で
す
。
人
を
攻
撃
し
た
り
、
 

刺
し
て
問
題
と
な
る
の
は
ご
く
一

部
の
ハ
チ
で
、
ス
ズ
メ
バ
チ
類
約
 

外
 科
 
清
野
 
景
好
』
一
 

一
 

十
種
と
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
約
十
種
一

の
あ
わ
せ
て
約
ニ
ー
種
ほ
ど
で
す
。
一
 

ハ
チ
刺
さ
れ
に
よ
る
症
状
 

ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
、
刺
さ
れ

た
所
に
激
し
い
痛
み
が
は
し
り
、
 

そ
の
後
、
一
週
間
ほ
ど
赤
く
大
き

く
腫
れ
る
。
 こ
れ
を
局
所
症
状
と

い
い
ま
す
。
 ハ
チ
の
針
か
ら
ハ
チ

毒
が
皮
膚
に
注
入
さ
れ
、
こ
の
ハ

チ
毒
の
成
分
で
あ
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
、
 

セ
ロ
ト
ニ
ン
、
 カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ

ン
な
ど
が
痛
み
を
感
じ
る
神
経
を

刺
激
す
る
た
め
で
す
。
特
に
セ
ロ

ト
ニ
ン
は
ヒ
ス
タ
ミ
ン
よ
り
強
い

痛
み
を
起
こ
し
、
こ
れ
を
多
量
に

含
む
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ア
シ
ナ
ガ
バ

チ
に
刺
さ
れ
た
場
合
、
ほ
か
の
ミ

ツ
バ
チ
な
ど
に
刺
さ
れ
た
と
き
よ

り
、
よ
り
強
い
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
 

一
方
で
、
刺
さ
れ
る
と
直
ぐ
に
気

分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
吐
き
気
が

す
る
な
ど
、
刺
さ
れ
た
所
だ
け
で

な
く
、
体
中
に
症
状
が
広
が
る
場

合
が
あ
り
、
 こ
れ
を
全
身
症
状
と

言
い
ま
す
。
全
身
症
状
は
さ
ら
に

二
つ
に
分
け
ら
れ
、
即
時
に
お
こ

る
全
身
症
状
と
、
遅
れ
て
お
こ
る

全
身
症
状
と
が
あ
り
ま
す
。
と
く
 
 

に
、
急
に
お
こ
る
全
身
症
状
に
も

っ
と
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
 

！
急
にお
「
譲釜
身
症
状
）
 

全
身
に
症
状
が
生
じ
る
の
は
ハ

チ
に
刺
さ
れ
た
直
後
か
ら
で
、
ハ

チ
刺
さ
れ
に
よ
る
死
亡
者
の
多
く

は
十
分
か
ら
十
五
分
の
間
に
死
亡

し
て
い
ま
す
。
こ
の
症
状
を
さ
ら

に
詳
し
く
分
け
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
 

〈軽
い
症
状
〉
刺
さ
れ
た
所
以

外
に
赤
く
腫
れ
（
じん
麻
疹
）
、飲

酒
を
し
た
時
の
よ
う
に
全
身
が
赤

く
な
る
。
全
身
に
庫
み
が
お
こ
る
。
 

な
ん
と
な
く
だ
る
く
苦
し
い
と
い
 

っ
た
症
状
o

こ
e
程
度
で
あ
れ
ば
 
一
 

治
療
に
急
を
要
し
ま
せ
ん
。
 

一
 

〈
中
く
ら
い
の
症
状
〉
右
記

の
 
一

症
状
に
加
え
て
、
の
ど
が
つ
ま
っ
 
ー
 

た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
胸
が
く

ー
 

る
し
く
な
り
、
 口
が
渇
き
、
口
の
 
ー
 

な
か
が
し
び
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
 
ー
 

す
る
。
下
痢
を
し
た
り
、
吐
き
気

一

や
幅
吐
を
も
よ
お
し
た
り
す
る
。
 
一
 

〈
も
っ
と
重
症
〉
息
を
す
る
の

も
苦
し
く
な
り
、
物
が
飲
み
込
め

な
く
な
る
。
声
が
し
ゃ
が
れ
て
、
 

目
が
み
え
な
く
、
耳
が
聞
こ
え
な

く
な
る
。
全
身
の
力
が
ぬ
け
、
そ

の
場
に
う
ず
く
ま
り
、
意
識
が
は

っ
き
り
し
な
く
な
る
。
 

〈
さ
ら
に
悪
化
〉
尿
や
便
を
失

禁
し
た
り
、
手
や
足
に
け
い
れ
ん
 
 

を
お
こ
し
た
り
す
る
。
意
識
は
な

く
な
り
、
血
圧
は
下
が
り
、
脈
は

ふ
れ
な
く
な
る
。
こ
の
状
態
に
な

る
と
、

一
刻
も
早
く
処
置
を
開
始

し
な
い
と
、
死
亡
し
て
し
ま
い
ま

す
。
死
亡
の
多
く
は
上
気
道
の
浮

腫
に
よ
る
窒
息
死
で
す
。
こ
の
一

番
症
状
の
重
い
状
態
を
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
い
い
、
即

時
型
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
る
も

の
で
す
。
 

《
ハ
チ刺
さ
れ
の
治
療
 

ハ
チ
刺
さ
れ
は
多
く
の
場
合
局

所
の
癖
痛
、
発
赤
腫
脹
だ
け
で
、
 

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
軟
膏
ゃ
ス
テ
ロ
イ

ド
軟
膏
を
患
部
に
ぬ
り
、
冷
湿
布

を
し
ま
す
。
症
状
に
よ
っ
て
は
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

を
内
服
す
る
こ
と
に
よ
り
、
普
通

の
虫
刺
さ
れ
と
同
様
に
数
日
で
治

癒
し
ま
す
。

一
方
、
全
身
状
態
を

伴
っ
た
例
で
は
、
そ
の
重
症
度
に
 
 

よ
り
、
酸
素
吸
入
や
抗
ァ
レ
ル
ギ
 

ー
剤
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
点
滴
静

注
、
血
圧
低
下
例
に
対
し
て
は
、
 

昇
圧
剤
の
投
与
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
 

《
ま
 

と
 
め
 
締
 

ハ
チ
に
さ
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
、
 

刺
し
た
ハ
チ
を
病
院
に
持
参
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
医
師
は
ハ
チ
の
種
類
は
知
ら
な

い
し
、
ハ
チ
の
種
類
に
よ
っ
て
治

療
が
異
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

刺
し
た
ハ
チ
を
捕
獲
す
る
よ
り
も
、
 

刺
さ
れ
た
箇
所
に
ハ
チ
の
針
が
刺

さ
っ
て
な
い
か
確
認
し
、
症
状
が

局
所
的
か
全
身
的
か
注
意
深
く
確

認
す
る
こ
と
が
よ
り
大
切
で
す
。
 

局
所
症
状
だ
で
あ
れ
ば
、
放
置
し

て
お
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
全
身
症
状
が
発
症
し
た
場

合
は
近
く
の
病
院
で
診
察
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
 

32.5 

4
0
 
 

3
0
 
 

2
0
 
 

1
0
 

、
シ
可

s
・
l
フ
hl
？
予（
 

ノ
ニ
ノJ牙
j
c，オ
じ
」硯
引頻
 

日本全体のハチ刺されによ
る死亡者数は、 「厚生省人
口動態調査」によると次の
とおりである。 
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くおめで と う ×ノ
ー
 

お
詫
び
と
訂
正
 

広
報
か
な
ぎ
八
月

号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
 

▼
七
ペ
ー
ジ
 

「
ま
ち

の
で
き
ご

と
・
あ
し
の
園
盆
踊

り
」
欄
の
記
事
内
容

と
写
真
が
異
な
っ
て

い
た
た
め
、
今
月
号

に
再
掲
載
し
ま
す
。
 

肩
冒
 

、
、
ー
 

⑨
届
い
て
い
ま
す
 

圏
八
月
ニ
十
三
日

茶
色
小
銭
入
れ
 

（
嘉瀬
公
民
館
前
）
 

圏
九
月
五
日
 

バ
ッ
ク
黒
色
 

（
中柏
木
路
上

）
 

心
当
た

り
の
方
は
金
木

警
察
署
落
し
物
係
ま
で
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し

た
い

方
は
企
画
観
光
課

ま
で
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津軽三味線公開講座 

      

J 10月2日（土）午後5時開始（有料） 
津軽三味線会館多目的ホール 

0内 容 
0津軽三味線こぼれ話 
講師】大篠和雄、木下 巽 

0津軽三味線演奏 長谷川三絃会・福士三絃 
会・津軽三味線まんじ会 

0アニメ上映 
「 N ITABOH～仁太坊津軽三味線始祖外聞』 

  

第11回仁太坊まつり 

    

、i10月3日（日）午後6時開始 
津軽三味線会館屋外ステージ 
（雨天時は中央公民館） 

0内 容 
0津軽三味線全日本金木大会上位入賞者によ 
る必見『ハジケル個性！若さの競演』 

0『魂の津軽三味線バトル2004』など 

8月末現在 前年同月比 

男 	5, 485人 	△ 81人 

女 	6, 103人 	△ 105人 

計 11, 588人 	△ 186人 

世帯数 4,084 	9 
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